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はじめに

学校体育においては，小学校第 5学年より「陸

上運動」の lつとして「走り高跳び」がその内

容に含まれており，中学校第 3学年以降，その

新たな技術要素として「背面跳び」が加わる.し

かし，その指導に関しては， I個々の生徒の技能

や器具・用具等の安全性などの条件が十分に整っ

ており，さらに生徒が安全を考慮した段階的な学

び方を身に付けている場合に限って実施するこ

とJ(文部科学省， 2008: 67)とされ，前提と限

定が強調されている.

特にこの限定は学校体育に限らず，国内競技会

において，小学生を対象とするものでは，背や腰

からの着地が禁止される，あるいは，足からの着

地以外は無効試技となるルールゆえ，事実上， I背

面跳びJが禁止されている.そのため，専門指導

者の指導下においてさえも，中学校 1年生以上

にて指導及び練習が開始されることとなる.この

「背面跳び」の指導と実施に係る安全面及び技術

面の要求の高さから，中学校 3年生の学校体育

での教材化の困難さを窺い知ることが出来る.

一方で， I背面跳び」についての非経験的知識

を有している小学校 6年生学習者集団において，

「はさみ跳び」学習から「背面跳び」の自然発生

が見られることが報告されている(後藤・原田，

1996)(後藤， 2007). さらに， I高く跳ぶ」とい

う「走り高跳び」の運動課題が「はさみ跳び」で

は充分に果たし得ないという観点より，実現可能

な発展の 1つとして，小学校 6年生からの「背

面跳び」指導が提案されてもいる(後藤・原田，

ibid.).この課題の共有は，運動特性論の立場から，

記録に挑戦すること(=I達成型J)及び競争を楽

しむこと(=I競争型J)を共に満足する， I走り

高跳び」自体の学習の適時性が，小学校 5，6年

生からであるとする指摘によっても部分的に担保

される(池田， 1992).

以上から， I背面跳び」学習は，その困難さは

認められつつも，学校体育における学習可能性と

学習価値が見出されている.それゆえ，その実現

方法については，可否ではなく，適否が検討され

る段階にある.

熟達者であれば，例えば，踏切位置←じょう

どモデル)あるいはそれを含めた助走全体の経路

(=トンネルモデル)に基準化を生じさせている

が，初学者にとっては，このような基準さえも獲

得対象とせねばならない (Killing，1995).そして，

そのような各基準の獲得及び達成は，一連の動き

の中で自然に実現されることが望ましく，学習の
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全体性が重視され，全習法が推奨される (Killing

& Kruber， 1995). よって， I背面跳び」実現を担

う指導に際しては，目標とする技術獲得過程にお

いて出会い産出する複合的諸情報の求心的統合が

目指され (Ballreich，1971)，運動の直覚と言語的

(=記号的)説明の結合がモデルの提示と(再)構

成の促進という形式を経てなされる必要がある

(Tidow， 1981). 

しかしながら，学校体育においては，そのモデ

ルとなるような実際の「お手本」を必ずしも利用

できるわけではないことから，指導用教材で補わ

れることとなる.この指導用教材は，主にビデオ

及び(非連続型テキストを含む広義の)テキスト

という形で提供される.しかし，初学者の「背面

跳び」学習に関しては，ビデオを通じた全体像の

把握が困難であり，印象による先入観を避ける

べきであるとの指摘があり(原， 1995)，加えて，

学習者自身の問題として対象化されず，特に初学

者にとっては，教材化されているものの読み取

りが困難であるとの指摘もある(庭木ら， 1990). 

このことから，本研究では全体像把握(=モデル

構築)を実現する教材として，テキスト型教材に

焦点化することとする.

そして，この際のテキスト型教材は，直覚と言

語的説明の結合，すなわち，教材を通した学習者

自身によるモデルの構成をもたらすものであるゆ

えに， Iなる」教材として，特に，機能的関係概

念として定義される教材でなくてはならない(小

笠原 .2014a).

「なる」教材論においては，教材とは，物質的

対象としての教材を指示するものではなく，目標

や状況に応じた「捉え」によって生ずるものであ

り(宮本.2014)，一方で，その様に生じさせて

いるまさにその作用自体(i.e.:機能的関係)を指

すものである(小笠原， 2014b).すなわち，直接

的には，学習者の解釈を経て認識内容となったも

のが，追認される形で教材として「なる」ことと

なる(小笠原， 2013a).そして，そうであるがゆ

えに， I頭の中にただあるだけではなく，何らか

の別のコトパや行為に結びつくときに，それが知

識と呼ばれることになる.そうなるとそれは，ど

のようなコトパや行為と結びついている(関係し

ている)信念なのかが問われることとなるJ(小

笠原， 2013b: 23). 

学習者との関係において，知識とそれに対応す

る外的産出行為，及び，その対応付けそれ自体が

問われることとなる.知識と当面した際，学習

者による外的情報資源の選択は，その情報の学

習者にとっての主観的意味が問題となり(小嶋，

2011)，その解釈過程での認知的負荷を減ずるあ

るいは認識される不要な冗長性を回避するように

進められる(小嶋， 2016).それは，実証的には，

それまでの活動の継続や事前の判断に基づき恋意

的になされ，提示されるままに受け取るのではな

いことが確認されている(小嶋， 2009). 

特に，本稿にて扱っている「走り高跳び」及

び「背面跳び」をはじめとする方法知(身体知)

に係る活動=教材という状況においては，その

知識獲得に関して，学習者はテキストからパフォ

ーマンスを導く際に，過去に自ら主観的に構成し

た当該情報の解釈に多分に依存している(小嶋，

2015a). そして，それは，学習者自身にとって

扱いやすい情報であるかによって担保されてお

り，信念との適合において促されるものである(

ノI、嶋， 2015b). 

これらのことから，モデルの構成を実現するテ

キスト型教材は，テキスト媒介型「なる」教材と

して，学習者の個人的機序に包摂され，支持され

ることになる.そして，そこでの方法知の伝達は，

学習者における信念との適合によって実現される

ゆえ，学習者の信念との適合可能性を高めること

が教材の適否の決定因となる.

このための 1つの解として，本稿では，教材

に多視点性老確保することで，学習者の信念に適

合する可能性を高めるアプローチを提案する.そ

して，これは lつの視点内においてその解釈の

多様性を担保するアプローチとは異なる.

一般的には，方法知のテキスト型教材には，客

観的な「技術の語り方」が採用されている.しか

しながら，上記に示された主観的解釈に基づく学

習者の学習機序に鑑みれば，この「客観的構成J

の視点から，信念との適合を経て，教材と「なる」

ことが出来るかについては疑問が残る.従来より

一定の成果を残している視点ゆえ，否定する程の

疑義ではないが，学習者の多様な信念に対応する

べく，学習者が採るであろう異なる視点もまた用
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意されるべきである.

その追加の第ーには， i主観的構成」という視

点が挙げられる.当該学習者同様の「主観的構成J

がテキスト型教材に含まれ，他の主観が，信念と

の適合を経て，当該学習者にとっての教材と「な

る」ことが出来るかという点に関しては，一考の

価値はある.

加えて， i背面跳び」を分析的に捉える際，用

いられる複雑さ←分析セグメント数)の増加に

よって，空間動作に関するモデルの説明能力が高

まることに自覚的になることにより，生徒に分析

の複雑さに関する肯定的な評価が生ずることが知

られている (Zollmanet al.， 1987). ゆえに，より

複雑な分析的かつパラメトリックな理解，すな

わち， i客観指標」を求めることもまた， 1つの

視点となり得るものであろう.特に指導に係り，

「背面跳び(走り高跳び)Jを競技スポーツやアカ

デミズムの文脈で捉える関係者においては，この

パラメトリックな理解と要素への還元の重視，あ

るいは，傾斜が見られるとの指摘もある(渡辺，

2010). 

以上のことから，本稿は，学習者への信念との

適合を通じたモデルの構成を実現するべく， i客

観的構成」に加えて， i主観的構成」及び「客観

指標」を加えた 3視点からなる多視点型教材の

開発を行うことを目的とする.なお，学習対象は，

学校体育における「走り高跳び」の「背面跳び」

であり，テキスト型教材としてのその対象者(i.e.:

対象とするリテラシー水準)は，中学校3年生以

上の学習者とする.

1.開発の手続きと方法

上記の趣旨を踏まえた教材の開発手続きとその

方法について素描する.

まず， i走り高跳び」という一連の動作の分節

化が問題となるが，従来型の教材の成果蓄積に鑑

み， i客観的構成」における分節化を 1つの基準

とする.すなわち，学習の際の課題として対象化

される場面は，学習者毎に(それゆえ各既存教材

において)安定しているという仮定をひとまず受

け入れ，教材の場面設定は「客観的構成」に準拠

する.

他方で，実際の試技に対して採りうる複数視点

としての 3視点を提供するべく，場面毎に提示

される情報は視点毎に独自のものであり独立して

いる必要がある. i客観的構成Ji主観的構成Ji客

観指標」のそれぞれを欲しがる学習者に応える情

報を提供することを主眼とするものである.

特に， i主観的構成」に関しては，他者の知

識の受け取りではなく，それへの感情移入/同

一視を可能とする教材(/学習材)の役を担う

ものである.そのため， i意識している技術要

素J(Sollen)ではなく， iその場面での動態感覚」

(Sein)の報告が，情報として提供されなくてはな

らない.

以上を踏まえたうえで，映像資料の採取，映像

資料の加工，テキスト化の 3つの手続きで，多

視点型教材の開発を進める.

(1)映像資料の採取

まずは，映像資料の提供者である試技者の特徴

について述べる.試技者は，本稿筆者の一人であ

り，身長は 182cm，i背面跳び」での「走り高跳

び」のベスト記録は 170cmとなっている.なお，

専門種目は三段跳びである.

また，本映像資料における試技の特徴について

示せば，踏切脚は左，助走歩数は補助走からの直

線6歩と曲線 5歩，パーの高さは 165cmで、あっ

た.

採取資料は，同一試技者による試技に係る多視

点に関するものであるため，上記の特徴は 3視

点に共通のものである.

なお，教材に用いる試技について， 3視点を同

時に採取することは行っていない.すなわち，各

映像資料の試技は，完全には同ーのものではない.

これは，視点毎で必要な採取条件が異なること，

また，各視点を統合した動作の分析や解析を趣旨

とするものではないことによる.

1) i客観的構成」

試技者の側方及び後方にカメラを設置し{図

1 )，その位置から毎秒 30コマにて間欠(スチル，

メカニカルシャッター)撮影し，静止画の映像資

料を得た.カメラ①は試技者の全身を収め水平方

向に追尾し，カメラ②は画角を固定し試技の全景

を収めている.

2) r主観的構成J

ヘッドマウントカメラを試技者のアイポイント
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(右眼右方)に設置し，同カメラにて，フレーム

レート 60Hzの動画を撮影した.これをフレーム

毎に静止画として書き出し，映像資料を得た.

3) r客観指標」

映像資料の採取に先立ち，まず以下 3つの分

析区聞を仮設した.

a.助走の曲線から空間動作を経てマット

への着地まで

b.助走の直線から曲線まで

c.走り出しから助走の直線まで

そして，一部重複させながら，分析区間a及び

分析区間bを3次元での分析を想定した分析区

間として{図2.図3)，分析区間cを2次元での

分析を想定した分析区間として{図4)，それぞれ

設定した.

そのうえで， 3次元動作分析用カメラでの撮影

に関して，分析区間a及び分析区間bにおいて，

図2，図 3の位置よりカメラ 2台ずつ，それぞ

れフレームレート 240Hzにて動画撮影を行い，

映像資料を採取した.その際，マット及び支柱

設置前に，分析区間床に 2m間隔でキャリプレー

ションマーカーを設置し，各マーク地点に鉛直方

向に O.5m間隔でマークの打たれたキャリプレー

ションポールを立て，キャリプレーションを行う

ことで，座標空間の定義を行っている.

同様に， 2次元動作分析用カメラの撮影に関し

て，分析区間cにおいて，図 4の位置よりカメ

ラ2台でそれぞれフレームレート 60Hzにて動

画撮影を行い，映像資料を採取した.その際，分

析区間床横方向に較正マーカーを 2m間隔にて 7

個設置し，キャリプレーションを行い，座標面を

定義している.

なお， 3次元と 2次元とを問わず，カメラの同

期ランプは各分析区間の外に置いた.

座標空聞は，各国左上(の床)を原点とし，縦

方向をX軸，横方向をY軸(，鉛直方向をZ軸)

とした.
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(2)映像資料の加工

「客観的構成」については中学校体育科教諭で

ある本稿筆者の一人が， r主観的構成」について

は前記映像資料における試技者が， r客観指標」

については本稿筆者共同で担当した.

近似的な同一場面における別表現となるよう

に，独立性を担保している.

1) r客観的構成」

まず，採取済み映像資料から，教材における説

明箇所となる場面の選定を行った. r助走(直線

)J r助走(直線と曲線の切り替え)Jr助走(曲線

)J r踏切準備Jr踏切Jr空中姿勢(前半)Jr空中

姿勢(後半)Jr着地」の 7場面が選定された.なお，

場面の名称設定は，担当者によるものである.

この各場面について映像資料から必要なフレー

ムを選定し，加えて，各フレームの教材化の焦点

に合わせてトリミングを実施した.

2) r主観的構成」

上記「客観的構成」にて選定された場面に合わ

せたフレームを選出し，試技者の視野(中央視)

に合わせてその画像のトリミング及び周辺ぼかし

加工を施した.なお，場面の名称設定は， r主観

的構成」担当者による独自のものに(再)解釈さ

れている.

3) r客観指標」

同様に，上記「客観的構成」にて選定された

場面に合わせて分析の局面を用意し，局面毎に 3

次元動作分析を行った.採取された映像資料の

動画から切り出された各フレームの静止画に対

し，身体 23点についてデジタイズ、を行った.ま

た， 3次元座標値は残差分析法 CWells& Winter. 
1980)によって決定された最適遮断周波数 2.1-

3.3Hzにより Butterworthdigital filterを用いて

平滑化した.重心の位置とそれぞれのセグメント

の慣性特性は，阿江(1996)の日本人競技者によ

る身体セグメントパラメーターを用いた.

なお，その際，教材化するパラメーターの選定

を局面毎に行っている.算出可能なパラメーター

のリストを作成し，本稿筆者らが共同で必要なも

のを検討した.

2次元動作分析についても，上記「客観的構成」

にて選定された場面に合わせて分析の局面を用意

し，局面毎に実施した.採取された映像資料の動

画から切り出された各フレームの静止画に対して

デジタイズを行った. 3次元動作分析同様に， 2 

次元座標値は残差分析法 CWells& Winter， ibid.) 

によって決定された最適遮断周波数 3.6-5.4Hzに

より Butterworthdigital filterを用いて平滑化し

た.また，重心の位置とそれぞれのセグメントの

慣性特性は，阿江 (ibid.)の日本人競技者による

身体セグメントパラメーターを用いた.

同様にパラメーター選定も実施している.

なお，教材に使用する画像に関しては，デジタ

イズ用データを元にスティックピクチャー化し，

撮影映像と置き換えている.

また，各分析区間の相対座標を，分析区間aの

x=oと分析区間 b及び分析区間 cのy=oの交点

を原点とする絶対座標上に位置付け，各パラメー

ターの数値を絶対座標を基準に調整した.

(3)テキス卜化

提示時に教材と「なる」ことに重点を置き，な

おかつ，画像の提示と組み合わされて，各視点を

採る学習者の要求に応える情報提供となるよう，

各テキストの固有性及び独立性に配慮した.それ

ゆえ，視点聞の調整は実施していない.

1) r客観的構成J

場面毎の説明を指導的立場から行った.その際，

説明に必要な画像として，側方からの画像及び後

方からの画像の選択あるいはその組み合わせを検

討し画像を活かす形でテキスト化を行った.

「助走(直線)Jにおいては側方からの l枚， r助
走(直線)Jを除く 7場面においては側方と後方

を l枚ずつ併置し計2枚の画像を掲載している.

2) r主観的構成」

場面を試技者の主観から再解釈し， 8場面をそ

れぞれ「助走の出だしJr曲線のはじまり(踏切

5歩前)Jr曲線 (4歩前)Jr踏切への入りJr空中

局面へのつなぎJrクリアランスJr脚を抜いてい

る局面Jr着地」と名付けた.そして，各場面に

ついて，内省的な報告をテキスト化した.

3) r客観指標」

教材化の対象となるパラメーターリストとし

て，助走における「歩数Jr足跡JrピッチJrス
トライドJr空中時間Jr接地時間J，助走及び踏

切接地中の「足関節角度Jr膝関節角度Jr股関節

角度Jr足部角度Jr下腿角度Jr大腿角度Jr体幹
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角度JI身体重心座標JI身体重心角度JI身体重

心速度J.踏切後(離地時)の「角運動量J.そし

て，空間動作時の「最大身体重心高及び座標」が

選出された.なお，接地時間等の算出の都合によ

り. I接地」は地面に触れたフレーム. I離地」は

地面から離れたフレームの 1つ前のフレームを

それぞれ用いている.

上記リストから，各局面で必要と判断されたパ

ラメーターを整理し，スティックピクチャー上に

提示することで，テキスト化した.本教材開発の

趣旨に照らし. I分析的な」学習者(特にノービ

ス)が欲しがるものを先回りして不足なく提供す

るべく，その必要性の範囲を広く採る一方，紙面

への掲載量の都合による優先付けにより，取捨選

択を実施した.結果，局面毎に充足の程度は異な

るが. I足跡JIストライドJI空中時間JI接地時

間JI足関節角度JI膝関節角度JI股関節角度JI身

体重心角度(内外傾/前後傾角度)JI身体重心速

度」を採用した.

その上で. I足関節角度JI膝関節角度JI股関

節角度JI身体重心角度(内外傾/前後傾角度)J

の定義について，次の様に行っていることを注記

したい.

まず，下肢における関節角度を算出するために，

身体各部位の 3次元座標から，運動自由度ごと

に移動座標系を設定した.ここでは，右下肢及び

体幹部における移動座標系の設定法について述べ

た後に，関節角度算出法について述べる.なお，

左下肢についても，右下肢と同様の手順を用いた.

体幹座標系を示す Xtr軸.Ytr軸， Ztr軸は以下の

ように求めた.両大転子の中点から両肩の中点を

結ぶベクトルを Ztr軸，左の大転子から右大転子

を結ぶベクトルを補助ベクトル Str軸とした.さ

らに Ztr軸と丸軸の外積によって Ytr軸を， Ztr軸

とYtr軸の外積によって Xtr軸を求めた.

大腿座標系を示す Xth軸. Yth軸. Zth軸を以下

のように求めた.右膝から右大転子に向かうベク

トルを Zth軸，右足首から右膝へ向かうベクトル

を補助ベクトル Sth軸とした.さらに九軸と Sth

軸の外積によって Yth軸を. Zth軸と Yth軸の外積

によって Xth軸を求めた.

下腿座標系を示すXsh軸， Ysh軸， Zsh軸は以下

のように求めた.右足首から右膝に向かうベクト

ルを Zsh軸，右睡から右母指球へ向かうベクトル

を補助ベクトル Ssh軸とした.さらに Zsh軸と Ssh

軸の外積によって Ysh軸を， Zsh軸と Ysh軸の外積

によって Xsh軸を求めた.

足部座標系を示す Xro軸.Yfo軸， Zfl。軸は以下の

ように求めた.右母指球から右腫へ向かうベクト

ルを Zr，。軸，右腫から右母指球へ向かうベクトル

とZsh軸の外積を補助ベクトル針。軸とした.さら

にZro軸と Sfo軸の外積によって Yro軸を. Zro軸と

Yfo軸の外積によって Xfo軸を求めた.

本教材においては「関節角度」として，股関節

及び膝関節では屈曲伸展角度を，足関節では底背

屈角度を求め用いている.股関節屈曲伸展角は体

幹座標系の Xtr軸と大腿座標系の Xth軸との角度差

とした.同様に，膝関節屈曲伸展角は大腿座標系

のXth軸と下腿座標系の Xsh軸との角度差，足関

節底背屈角は下腿座標系の Xsh軸と足部座標系の

Xfo軸との角度差とした.

さらに.I身体重心角度(内外傾/前後傾角度)J

に係り，身体全体の内外傾及び前後傾を評価する

ために，支持脚の母指球と身体重心を結んだ線分

と地面に対する傾きを算出した.その際には，身

体重心速度のX及びY成分の合成ベクトルを Ycg

とし，その Z軸との外積をたgとして身体重心の

座標系とした.身体重心の座標系に対して，支持

脚の母指球から身体重心へ向かうベクトルが Xcg

と成す角度を内外傾角度.Y唱と成す角度を前後

傾角度とした.

また. 2次元動作分析における下肢関節角度や

身体全体の前後傾角度については. 3次元動作分

析の屈曲伸展角度及び身体重心の前後傾角度と同

様のベクトル同士の成す角度とした.

なお，本教材は対象者を中学校 3年生以上と

することから，パラメーターの表記について，高

等学校以上で初出となる物理学的指標及びその単

位を用いないことに留意した.

2.開発された教材の概要と特徴

各視点を右から「客観的構成JI主観的構成JI客

観指標」と縦置き横書きにて併置し，完成したテ

キスト型教材は，本稿末の付録の通りである.な

お，付録においては分割されているが，実際の印

制では，幅はA4横，縦方向には改ページせず長
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尺にてカラー印刷されている.以下では，その概

要と特徴について. )1聞に解説する.

なお，教材においては. 1客観的構成J1主観的

構成J1客観指標」という呼称は用いず，それぞ

れ「外からの観察J1競技者からの見えJ1分析デ

ータ」と表記している.

1) r客観的構成」

理由を付したうえで 1-しましょう」という提

案するような文体を始め，文章による説明とその

要点についての箇条書きによる整理など，形式面

での特徴を，この視点の解説から見出すことがで

きる.直輸的イメージの利用，あるいは，隠町議的

表現を伴った運動の類似性による説明方法もこれ

に含まれるであろう.

また，局面毎の動きの関連に言及することによ

る試技全体の見通しと重点の解説. 1-しないよ

うにJ1-にならないように」等の行いがちな推

奨されない動作や陥りがちな推奨されない意識に

ついて先回りした指摘を用意していることに見ら

れるように，明確なメッセージ性を有している.

加えて，跳躍の安定性を担保するための，自ら

の運動を調整する方略の提示も見られる.

これらは，総じて，直接的な指導及び誘導の意

図を反映したものといえる.書かれている内容の

読み方の特定を通じて，モデル化の促進が図られ

ている.

2) r主観的構成」

他者の主観であること，そして，それへの再解

釈を迫ることが，本視点の最大の特徴である.

そして，場面が「客観的構成」準拠であるゆえ，

ある場面において主観の開示を求められた場合に

どのような情報が提供されるか，という形式とな

っている.そのため，読み手にとっての要所は，

他者によって整理されている情報の読み取り，及

び，固有の表現からそれが指示するであろう事象

の再構成となる.

例えば，感覚の面では，目印(=マーク)につ

いて「しっかり踏むことができた」ということを

試技を行いながらでも分かつたという点につい

て，それが知何にして可能となるのか.あるいは，

技術の面では. iストライドが過度に広がらない

ようにし」ということが，長日何にして実現される

のか.これらのように，そこに存在する情報の溝

を考え，導き，学習者が各自埋めていくことが必

要となり，かつ，その埋め方は，個人的技能に依

存することとなる.

また. 1踏切脚を踏切時に体の近くに接地しよ

うとしながら，体を締めて踏切脚と振上脚の股関

節を挟み込みながら」等，言語化すると複雑にな

るような，提示困難な(一連の)特定動作の読み

取りとの出会いも学習者毎に多様な影響を与える

であろう.

3) i客観指標」

この視点は，具体的な解説ではなく，抽象的な

シンボル及び数値から運動の解釈を行うことを読

み手に要求することとなる.そして，それは読み

取り方の自由度を損ない制限することとならず，

かっ一方で，読み取り不可能ではない一線が保た

れることによって機能するものである.

しかし，この解釈未然の情報(=値)という人

の意味処理の対象となっていないものを扱い，学

習者自身でもって初めて意味を持たせるという点

で，他の視点に比べて，学習者の視点との関わり

方に依存する度合いが強い.当然，不得手な，あ

るいは，その取り組みを望まない学習者もいるこ

とが考えられる.

すなわち，この視点には指標として，各自の運

動の成果あるいは過程を基礎付けるに充分な情報

が盛り込まれてはいる.素朴には，運動を実施し

た際に獲得した自身の考える「コツ」等の適否を

判じることにもつながる.それゆえ，活用の可能

性は狭くはないが，一方でその可能性は潜在的可

能性に留まる.運動の実践上への位置付けられ方，

実践者による出会われ方において，その特徴も変

わっていくことが予想される.

4)視点聞の相乗的作用

ここでは簡潔に，異なる視点間で「客観的構成」

に準拠し，おおよその近似ではあるが，場面対応

をさせていることについて，その積極面と消極面

を確認する.

積極面については，部分毎の視点聞の移動が実

現され，裏付け及び批判的吟味が教材内で可能に

なること，特に，物理学的単位である「客観指標」

パラメーターによる裏付けの可否を通じた適否判

断の機会が得られることが考えられる.さらに補

助的には，各視点が相互に独立した基準を有する
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がゆえに，習熟の程度に応じた視点変更及び気付

きやゆさぶりを与える外部基準が含まれているこ

とがあげられる.

他方で，消極面については， i主観的構成」の

意識の単位と適切に対応しているわけでないこ

と，及び， i客観指標」の連続性を切り離してい

ること，そして，それらと関わり，切り出し方に

応ずることで生じた少なくない要素の捨象があげ

られる.加えて，教材の縦横に目を通そうとする

こと，すなわち，特定の視点を取ることなく，あ

るいは，取れないままに，ただ読むことにより，

情報量の多さゆえに各視点がいずれも十全に機能

しないことも予想される.

おわりに
以上，本稿においては，実施した「背面跳び教

材」の制作に即して，多視点型教材の開発プロセ

ス及び手続きの概略をその構想から順に述べてき

た.これは，構想に見られるように学習効果に係

る理論的な有望さを重視した開発となっている.

しかし，この多視点型教材が，構想した通りに，

学習者への信念との適合を通じたモデル構成を実

現するかについては，まずは試作された「背面跳

び教材」の効果実証の結果を待たなくてはならな

い.早急に実証の場が用意される必要がある.

しかしながら，その実証は，教材を構成したテ

キスト内容，その構成原理となった教材論，教材

論を基礎付けている認識論に係る総合的な実証で

もある.ゆえに，得てして結果による可否判断の

みを問うものとなりがちであるが，可否の背後に

ある発展的な知見を導出可能な撤密な調査デザイ

ンも併せて用意される必要がある.拙速な実証と

なることは避けられねばならない.
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付録

『背面跳ぴ教材」

r外から町田寝』

一助走{置輔}ー

『鱒銭脅からの見え』

一助走の出だし ー

『分析データ』

位置座標

↑

U
¥
 

助走，~走高院において・も重要主主局面です高い醜鼠

{野配揖}を得るためにはパーを超える動作υてークリア

ランス}をスムーズにおこ与うことI そして力強い踏み明

りが必要と怒りますパークリアランスや力強い踏み切り

のためには 安定した適度な速度の助走が必要不可究と

いえます

"'1て直8般の助走"スタートから徐々に加速し 全力疾

走白70-8096のスピードでリズミカル(ポンポJポンと)

に走りましょう 走禽院の助走は『勇む+進む」イメージ

でおこ伝いましょう揖線隠 写賓のように圃を上町パ

ーを見忽がら走りましょう

~I!点 (3つ]

① 全力疾走の70-8096のスピードで

@ 助走スピードは一定にする

叫 弾むようにリズミカルに走る

己この少し前の局面1"，縛助走から疾走の1歩自に陸置

した第一マークをしっかりとE置Cことができた そのた

め!瞳切5歩前に位置している曲線節分の始まりを示す

第二マークを，余楢を?をつて瞳める感貨で走り抽めてい

る この開には助走スピードが高まり過ぎ広いように務

慢し訟がら カを銭いてl歩ずっ しっかりと嬢地してい

く感じで走っている

走る障には ピ!ノチを少しずつ上げていく感じと スト

ライドが過度に広がら伝いようにしていさ 少しずつ加速

していくことができるようようにする このことが，後の

曲細部分で助走スピードをしっかりと上げていくことがで

きる範囲の加適を目指している

特にピッチが上がら主よいようにS駐車し。鵬を下で自民っ

てI 脚が後方に流れ主よいようにすること，上体が前に突っ

込むこと怠く立てるようにしようとしていた

Y-Z平面

ん却i 
"40、~.'lf 

酌

一曲恨の俗じまり【崎町5歩前}ー

位置座制優

直線から幽..白助走に入ります(踏み切りの4-5歩

前) 毎回閉じ也置から曲線の勘定には入れるようにコ

ナーマーク(テーピング忽どを用いて)全地面に彊り 曲

躍を走るようにしましょう 視線" 落とさず常にバーを

見怠がら走ります

ここに右足で蹟む第二マークがあり しっかりと踏むこ

とができた ここよりも敏歩前からリズム告上げ続けて蹟

明に向かおうとしている 踏切地点に目をやって そこに

できる足付遭いリZムで到遣できるように。ピγチを '1

2，3，4，5(.踏切)tJ と5歩を大きく高めようとしてい

る

Y-Z平面

民
守・ a 

-要点 (2つ)

① コーナーマークを績に曲舗の助走に入る

② 自然と身体を嗣付{内岨)ながら走る
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一助走 l曲線}ー一幽.(4歩前}ー

也置座標

踏み切り前の2-3t多は ス巴 ドは落とさ怠いように

し リズムアップして狙を抱くように曲録を定りましょ

う このとき身体は曲線を走ることで 自黙と内閣に輔さ

{内傾動作) 同時に重心も下がりますイメ ジとして

は。慣を後ろに殖す感貨を婦っと良いでしょう

この部分では前の局面からー流れの局面である 前述し

たとおりリズムを高めようとする通過地点である 走りが

崩れはいように 注窓しはがらリズムを上げている

-要点 (2つ)

(1' リズムアップを心がける

② バーを見忽がら弧を錨くように走る{内傾壷努)

Y-Z平面

議di

ー踏切草圃ーー踏切への入りー

位置座!II!

↓
:
 

、

邑

崎

胤

k

、.、、

l

-

V

咽

・
・
・
・

F

何
日
・

・
・

踏み明。単価{踏み切り1歩前)では腰で進むようなイ

メージでまEりましょう(ストライドが隻め}・t訟のl歩前

はすり足のように躍から下を前に押し出していくように走

ります そうすることで身体肱自然と後帽葺努と怠り{写

真).垂直方向へ身体を運ぶための準闘が出来ますまた

視線は パーを下から見上げるようにしてみましょう

このllI!分も 前の局面からー軍のリズムを上げてい〈こ

とに集中している それに加えて 値切闘を踏切時に体の

近くに撞地しようとし訟がらI 体を蹄めて描切脚と娠上脚

の股関町を侠み込み4ょがら 素早く領土脚を録り上げよう

としている 両闘も臨込間に合わせて一気に限り上げよう

としている

x-z平面

-要点 (2つ)

① 腰で進むよう忽イメージで走る

② すり足のように障から下を闘に仰し出していく

(後嗣動作]

一踏切ー一空中局面へのつ忽吉一
.一い九

，必嶋.
げ .. 

踏み切り砿 助走で得たスピードを。上昇カへと伝検す

る量要忽局面です'"備周面でできた後醐彊"のまま 身

体の軸をまっすぐにし つぶれた跳圏{膝を過度に曲げる

よう伝)と怠ら会よいように 力強く踏み切ることを心がけ

ましょう つぶれた醜躍と主主らないようにするため1 踏み

切り闘は仰星させ怠がらおこない 身体をしっかりとのせ

て撞み明ることが大明です

マットの先の方に目鰻を送るうとしている 周をパーの

上に狩っていこうとしている
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半Z平面

酬を上げようとしている

一 闘を鎌いている局面一

世間聞から体を針ってパーに当たら左よいように体を運ん

でいる

-148-

と反対の脚)を素早く揖り上げるとともに 腕と肩の揖り

上げのタイミングを合わせておこえようことが盆要です

ー聾点 13つ)

の 身体の軸をまっすぐにし

つぶれ怠いように力強〈踏み切る

③ 鐸り上げ闘を繁阜く置り上げる

l) I!iと測をタイミング良〈級り上げる

一空中安努{前学)ー

踊み切った後I 空中で怯ブリッジのようえよ聾，舎に怠りま

す身体1;I!Jlを筒き肩背中お民脚の廟にパーをク

リアしていきます

パークリアランスではあごを上町肩越しにお尻を見

るようにしてみましょう あとを上げることで覇直射が起

こり 身体を閤然に庄らせることができます

-・要点 12つ}

① 肩越しにお尻をみる

必 あとを上げる

身体がパーの頂点を越えた後(身体が落ち始めたら} あ

ごを引き。おへそを見るようにしましょう 背中が丸ま

り。醐を上げやすく忽ることで惨から下町闘もパーをク

リアできます

-重点 11つ}

φ パーを超えたらおへそを見る



位置庄楓 x-z平面

Y-Z平面
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一薗地ー 一 薗地ー

足を薗の奥に運んで マットの上で後艦しようとしてい 1 着地姿努では首では伝<.背中からマットに省くように

る E しましょう しっかりとあごを引き 首を固定することで

安全に着地ができます

-・要点 11つ}

1) 首を引いて固定する
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